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はじめに  

 

日本は世界有数の火山国であることはよく知られている一方で、火山研究者は全国で 80

人程度と非常に少ない。2014 年の御嶽山の噴火により、このことが改めて認識された上、

活火山法の改正により火山防災協議会に火山専門家の参加が必須となり、火山研究者への

期待も大きくなった。このような背景のもと、火山災害の軽減にも貢献する、火山研究人

材を着実に育成することが社会的に求められている。 

これまで、火山学は、主として、地球物理学、地質学・岩石学および地球化学（火山ガ

ス）の地球物質科学を中心に進められてきた。多くの大学で大学院生の研究指導が行われ

てきたが、規模の大きな国立大学でさえ、火山を主に対象とする研究室は非常に少なく、

学生は各研究室で主体的に進める学問分野を中心に研究を進めてきた。そのため、現在、

学問分野間の連携や融合が急速に進む火山学に関して、幅広い分野の専門的知識を系統的

に学生に提供するには限界があった。また、社会的には、火山学だけでなく、災害科学の

基礎知識をもつ人材が、火山防災施策の立案や遂行、監視業務の高度化を実施し、安全・

安心な社会を構築することが求められている。 

以上のような背景のもと、火山学の学問分野で活躍する一方、社会にも貢献できる次世

代の研究者を育成するためには、長期的な育成の視点に基づく新しい学問環境に適した教

育システムが必要とされている。本コンソーシアム構築事業では、学生ひとりひとりが将

来研究者あるいは防災関係者として重要な礎となる「科学的な思考方法」を身につける修

士課程の大学院生を対象に、勉強・研究の環境を整、最先端の火山学的知見を生み出す人

材や、火山監視・予測等の技術開発を進める人材を育てるものである。 


